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The authors have researched the mechanisms and formulations of traditional wooden joints with wedges by applying 
the Elasto-plastic Pasternak model. However, restoring force characteristics of embedment of traditional wooden joints 
under cyclic loadings have not been clarified so far, although cyclic loadings have significant effects on their behaviors.  
Thus, the rotational embedment tests of traditional wooden joints with/without wedges and Teflon sheets under cyclic 
loadings were carried out and their restoring force characteristics were obtained. Especially, the effects of wedges and 
friction on their restoring force characteristics are discussed. The frictional resistances are obtained by examining the 
differences of the restoring force with and without Teflon sheets. As a result, the frictional resistances have large effects 
on the stiffness and strength of the restoring force characteristics of joints. 
  





























































0.2rad の 7 ステップ、各ステップ 3 サイクルで載荷速度は載荷変位当たりで 0.0165mm/s-0.33mm/s である。 
表 1 試験体一覧表 
実験 試験体記号 樹種 テフロン・楔 個数 載荷ジグ 載荷法 実験場所
実験3
FR-1,2,3 ヒノキ なし 3 回転めり込み 7ステップ３サイクル 立命館大
PR-1,2,3 ヒノキ なし 3 回転めり込み 同上 立命館大
FK-1,2,3 ヒノキ 楔あり 3 回転めり込み 同上 立命館大
PK-1,2,3 ヒノキ 楔あり 3 回転めり込み 同上 立命館大
実験４
J-1,J-2,J-3 ヒノキ テフロンなし 3 十字型通し貫 ８ステップ３サイクル 金沢工大
JT-1,JT-2,JT-3 ヒノキ テフロンあり 3 十字型通し貫 同上 金沢工大
K-1,K-2,K-3 ヒノキ テフロンなし楔あり 3 十字型通し貫 同上 金沢工大
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A A A A B C 5 0 ,
P
B B 2 r s in ( /2 ), ,  a rc tan (5 0 /9 0 ) 0 .5 0 7 rad ,
2
B C tan , / 2 / 2 0 .5 0 7 ,






付 録 １ ： 圧 縮 ジ グ の 圧 縮 変 位 と 荷 重 か ら モ ー メ ン ト を 求 め る 。 鉛 直 圧 縮 変 位 の と き 、
鉛 直 荷 重 に 対 し 、 水 平 荷 重 成 分 が 付 加 さ れ て 載 荷 板 の 回 転 角 と モ ー メ ン ト の 関 係 を 求 め る 。
2
2
tan ( / 2 / 2 0 .5 0 7 ) ,
r
{5 0 (2 1 0 ) s in }
{5 0 ( 2 1 0 ) s in }
5 0 tan ( / 2 + / 2 0 .5 0 7 )s in
r
 





F F m gx H m
な お 、 引 張 の 場 合 は 同 様 に 以 下 の 式 が 得 ら れ る 。
た だ し 、
付 録 ２ ： 実 験 の 実 測 荷 重 と 変 位 よ り 、 載 荷 点 の 試 験 体 に か か る
質 量 を と す る と 、 補 正 後 の 荷 重 ’ は
’ に よ り 得 ら れ る 。 こ こ で 、 、重 力 の 加 29 .8 m /s 1 0 0 0 m mg H速 度 ： 、 で あ る 。
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